
NO. 質問 回答
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1. 仕様書３ (1)「自治体と企業等の連携による海洋ごみ対策に関する

取組のコーディネート及び実証」について

「選定に当たり、募集要領作成補助、応募書類の取りまとめや資料作

成等」とあり、R5年度は、実施自治体の募集が、7月31日応募締切で

3次募集まで行われているが、今年度想定されている募集スケジュー

ルについてご教示いただきたい。

応募件数、選定状況により変動する可能性があるため、参考として令和5年度の募集スケ

ジュールをお示しします。なお、選定事業数が予定数に達した時点で、募集は終了としま

す。

（参考）

第1次　令和5年4月7日～5月9日

第2次　令和5年5月25日～6月22日

第3次　令和5年7月11日～7月31日

※募集前後に募集・選定に係る事務が発生します。
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2. 仕様書３ (1)イ「連携体制の構築」について

「・ 実施自治体へ連携先企業等を紹介し、マッチングする。」とあ

るが、連携先企業等は、応募の時点で自治体側から連携した取組を提

案されるのではなく、実施自治体選定後に、事務局側が手配して連携

を補助するのか？

その場合、マッチング対象となるのは、実施自治体内にある企業等に

なるか？

今年度、マッチングされた事例があれば、ご教示いただきたい。

応募の際に連携先企業等を記載の上、計画書等の提出を想定しているが、実効性のある持

続可能な取組となるようにするため、連携先をマッチングすることも想定している。な

お、実施自治体内にある企業等に限らない。

（令和5年度マッチング一例）

・愛媛県今治市と今治商工会議所との連携

・福岡県吉富町と田辺三菱製薬工場株式会社との連携
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3. 仕様書３ (3)ア 「トークイベントに関する企画、登壇者調整の実

施」について

想定されている以下の事項について、現在の想定があれば、可能な範

囲でご教示いただきたい。

・観客のターゲット層・参加人数

・目的、テーマ（ローカル・ブルーオーシャン・ビジョン推進事業モ

デル事業で得られた成果・知見の横展開等か？）

・2025年日本国際博覧会中の開催時期

・2025年日本国際博覧会における開催場所（日本館内か？）

・登壇者謝金を含めた想定予算

・使用言語

・登壇者の参加形態（対面参加か、オンライン参加も可能か）

・オンライン配信・見逃し配信の有無

・観客のターゲット層・参加人数

→日本国際博覧会に来場される一般のお客様を想定しており、イベントの来客人数につい

ては数百名程度を想定。

・目的、テーマ（ローカル・ブルーオーシャン・ビジョン推進事業モデル事業で得られた

成果・知見の横展開等か？）

→海洋等におけるプラスチック汚染とその対策に関心をもってもらい、最新の科学的知見

や環境省が実施・支援する取組の周知を目的とする。

・2025年日本国際博覧会中の開催時期

→未定

・2025年日本国際博覧会における開催場所（日本館内か？）

→国際博覧会会場内。具体的な場所は未定。

・登壇者謝金を含めた想定予算

→令和7年度予算での実施を予定しており、半日～終日程度の開催を想定。

・使用言語

→日本語を想定

・登壇者の参加形態（対面参加か、オンライン参加も可能か）

→当面対面参加を想定

・オンライン配信・見逃し配信の有無

→当面オンライン配信は想定なし

4

4. 仕様書３ (3)イ「イベント会場で掲出する展示物のデザインを5件

程度行う」について

想定されている以下の事項について、現在の想定があれば、可能な範

囲でご教示いただきたい。

・2025年日本国際博覧会における展示場所（ア トークイベントと同

じ場所か？）

・イベント会場内の展示に使用できる面積

・展示のターゲット層・来客人数

・展示の目的、テーマ（ローカル・ブルーオーシャン・ビジョン推進

事業モデル事業で得られた成果・知見の横展開等か？）

・2025年日本国際博覧会中の開催時期（博覧会期中常時展示か？）

・展示に使用できる想定予算

・展示物の使用言語（日・英のみで良いか？）

・「電子での納品を想定」とあるが、想定されているファイル形式等

の指定はあるか？

・2025年日本国際博覧会における展示場所（ア トークイベントと同じ場所か？）

→同会場内を想定。

・イベント会場内の展示に使用できる面積

→未定ですが、A1サイズの展示物を5枚程度展示できる広さを想定。会場にモニターが設

置される場合は、動画等の可能性もあり。

・展示のターゲット層・来客人数

→日本国際博覧会に来場される一般のお客様を想定しており、展示物の来客人数について

は未定。

・展示の目的、テーマ（ローカル・ブルーオーシャン・ビジョン推進事業モデル事業で得

られた成果・知見の横展開等か？）

→海洋等におけるプラスチック汚染とその対策に関心をもってもらい、最新の科学的知見

や環境省が実施・支援する取組の周知を目的とする。

・2025年日本国際博覧会中の開催時期（博覧会期中常時展示か？）

→全期間ではなく、該当するテーマウィークの期間中、１週間程度を想定。

・展示に使用できる想定予算

→令和６年度本事業における展示物のデザインに係る費用を想定。なお設置は国際博覧会

の開催年（令和７年度）となる。

・展示物の使用言語（日・英のみで良いか？）

→当面日・英のみ。

・「電子での納品を想定」とあるが、想定されているファイル形式等の指定はあるか？

→JPG、ai、PDF等、サイズの可変が可能な一般的なファイル形式にて納品されたい。

　　質問回答


